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研究の概要 

飲み込みやすさを考慮した新規経口製剤の開発 

 

薬物治療で汎用されている錠剤は、嚥下に問題を抱えた患者では服

薬アドヒアランスの低下により、十分な治療効果が得られない場合が

ある。特に高齢者や神経疾患患者、在宅医療を受ける患者においては、

錠剤の服用が困難であることが治療継続の大きな障壁となり、結果と

して QOLの低下を招く可能性がある。 

嚥下困難のある患者に適用されることの多い口腔内崩壊錠は、服用

時の水を必要としない利点を有する一方で、製剤の持つ付着性による

口腔・咽頭内での残存が報告されている。また、一部の有効成分では

ゲル化製剤が開発されているものの、使用頻度の低い成分や在宅医

療など個別対応が求められる場面では、簡便に最適な製剤を調製でき

る手法が望まれる。さらに、院内製剤や薬局製剤として報告されてい

る中で、嚥下性を主要な設計・評価項目として検討した錠剤の報告は

限られている。 

高分子は水分を吸収して膨潤し、ゲル状に変化する性質を有する。

口腔内において柔らかくまとまり、適度な水分を保持することで、咽

頭・口腔内奥への移送が容易になると考えられる。病院や薬局におい

ても調製可能で、様々な有効成分に応用できる製剤設計を目指し、服

用時の水分により製剤表面が速やかに吸水膨潤し、口腔内でまとま

る高分子配合製剤について検討してきた。 

一方で、製剤のゲル化は主薬の溶出遅延を招く可能性があり、嚥下

補助を目的としたとろみ剤においても、製剤の崩壊遅延が報告されて

いる。そこで種々の高分子および賦形剤を用い、速やかな吸水膨潤性

に加え、付着性が小さく口腔内や咽頭内に残留しにくい性質と、消化

管内における適切な崩壊性を併せ持つ製剤の調製を検討する。 

 

 

・「Preparation and evaluation of gelling granules to improve oral administration.」 

・「服用性の向上を目的とした経口製剤の検討～アルギン酸ナトリウムを用いたゲル化錠剤の調製と評価～」 

・「Preparation and evaluation of water-absorbing swollen mini-tablet aimed at improving ingestion.」 

個別化医療は提供される治療そのものだけでなく、治療薬の製剤にも求められると考えます。個々の患者さんの

状態に合わせた製剤を病院や薬局でも簡易的に調製が可能で、様々な成分に対応できれば、使用頻度の低い成分

や、在宅医療など個別に対応が必要となる場合にも最適な製剤を提供することができます。さらに、市販化につな

がれば広く薬物治療の向上に寄与できるものと考えます。 

 

表面が膨潤・ゲル化

服用時の水分

主薬＋ゲル化材料

付着性が小さく、口腔内でまとまる
ことで、嚥下を容易にする

https://researchers.thu.ac.jp/thu/detail.html?systemId=c3b9e0e51263c146520e17560c007669&lang=ja&st=researcher

